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「
解
体
新
耆
」
の
原
著
者
ク
ル
ム
ス
に
つ
い
て
の
研
究

〔
要
旨
〕
安
、
水
三
年
（
一
七
七
四
）
に
江
戸
で
翻
訳
出
版
さ
れ
た
「
解
体
新
書
』
の
原
著
は
、
ま
ず
Ｊ
・
Ａ
・
ク
ル
ム
ス

に
よ
り
、
↓
シ
目
８
目
の
。
言
目
色
亘
冒
（
「
解
剖
学
表
」
）
ゞ
と
し
て
一
七
二
二
年
に
ド
イ
ツ
語
で
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
で
刊
行
さ
れ

た
。
筆
者
は
グ
ダ
ン
ス
ク
（
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
）
の
公
文
書
館
で
ク
ル
ム
ス
に
閃
す
る
史
料
「
故
き
、
崖
具
ク
ル
ム
ス
博
士
の

手
稿
か
ら
の
抜
粋
」
を
発
掘
し
た
。
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
記
録
簿
に
挿
入
さ
れ
て
い
た
六
頁
の
書
類
で
、
ま
ず
ク
ル
ム
ス

自
身
に
よ
り
記
録
さ
れ
、
没
後
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
職
員
が
転
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
よ
り
、
当
時
の
ギ
ム

ナ
ジ
ウ
ム
の
様
子
が
判
明
す
る
。
彼
は
八
・
九
年
生
に
医
学
を
、
六
・
七
年
生
に
自
然
学
を
教
え
た
。
ま
た
こ
の
書
類

に
は
、
当
時
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
時
間
割
り
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
「
解
体
新
書
』
、
「
解
剖
学
表
」
、
Ｊ
・
Ａ
・
ク
ル
ム
ス
、
「
故
旨
．
筐
．
ク
ル
ム
ス
博
士
の
手
槁
か
ら

の
抜
粋
」
、
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
八
巻
第
一
号
平
成
十
二
年
八
月
二
十
三
日
受
付

平
成
十
四
年
三
月
二
十
日
発
行
平
成
十
三
年
十
月
二
十
日
受
理
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田

純

郎



石田純郎：『解体新書』の原著者クルムスについての研究
~)O
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ま
ず
先
行
研
究
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
三
章
で
日
本
と
ョ
－
ロ
ッ
パ
で
、
先
行
す
る
研
究
者
が
こ
の
解
剖
害
（
『
解
体
新
書
」
）
と
そ
の
原
著

者
ク
ル
ム
ス
に
つ
い
て
、
ど
こ
ま
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
か
、
概
観
す
る
。

次
い
で
、
四
章
以
下
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
入
手
し
た
ク
ル
ム
ス
に
つ
い
て
の
一
次
史
料
と
文
献
を
検
討
す
る
。
数
年
前
ま
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
は

社
会
主
義
国
で
あ
っ
た
。
社
会
主
義
国
に
お
け
る
情
報
開
示
の
少
な
さ
の
た
め
、
外
国
人
が
歴
史
上
の
史
料
を
調
査
す
る
こ
と
は
事
実
上
、

不
可
能
な
状
態
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
東
欧
革
命
の
結
果
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
資
本
主
義
国
と
な
り
、
情
報
の
開
示
が
西
欧
諸
国
と
同
様
に
行

な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
外
国
人
に
よ
る
史
料
の
調
査
が
容
易
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
筆
者
は
一
九
九
六
年
の
五
月
と
十
月
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
グ
ダ
ン
ス
ク
に
調
査
に
赴
き
、
国
立
グ
ダ
ン
ス
ク
公
文
書
館
（
シ
月
匡
弓
巨
ョ

安
永
三
年
二
七
七
四
）
に
杉
田
玄
白
と
前
野
良
沢
ら
は
『
解
体
新
書
』
を
江
戸
で
翻
訳
出
版
し
た
。
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
三
月
四
日
、

江
戸
小
塚
原
で
女
の
刑
死
体
の
解
剖
が
行
な
わ
れ
た
。
玄
白
と
良
沢
は
他
の
医
師
た
ち
と
共
に
そ
れ
を
見
学
し
た
。
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
一
冊

の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
解
剖
書
を
持
参
し
て
い
た
が
、
そ
の
本
は
同
じ
本
の
同
じ
版
で
あ
っ
た
。
死
体
と
比
較
し
た
結
果
、
二
人
は
こ
の
本
の
挿

図
の
正
確
さ
に
驚
い
た
。
そ
し
て
三
年
の
歳
月
を
か
け
て
そ
の
翻
訳
を
完
成
さ
せ
た
。

「
解
体
新
書
』
の
原
書
は
、
ま
ず
Ｊ
・
Ａ
・
ク
ル
ム
ス
Ｑ
ｏ
ｇ
コ
コ
シ
目
目
尻
巳
日
匡
の
〉
晟
沼
‐
弓
急
）
に
よ
り
、
《
シ
ｇ
ｇ
目
の
ｇ
①
弓
筈
①
扁
邑

二
解
剖
学
表
』
）
》
と
し
て
一
七
二
二
年
に
ド
イ
ツ
語
で
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
で
刊
行
さ
れ
た
。
Ｇ
・
デ
ィ
ク
テ
ン
（
の
①
吊
昌
目
の
扁
貝
届
忠
頃
‐
ミ
ヨ
）

に
よ
り
こ
の
本
の
第
三
版
（
一
七
三
二
年
刊
）
が
一
七
三
四
年
に
オ
ラ
ン
ダ
語
に
翻
訳
さ
れ
、
《
○
国
号
①
烏
匡
且
侭
の
弓
呉
①
－
８
（
雇
剖
学
表
」
）
》

と
し
て
ラ
イ
デ
ン
で
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
本
の
日
本
語
へ
の
重
訳
が
『
解
体
新
書
」
で
あ
る
。

二
、
研
究
方
法

一
、
「
解
体
新
書
」
の
出
版
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そ
し
て
引
き
続
き
、
一
三
頁
に
、
「
ク
ル
ム
ス
の
泰
西
解
剖
学
史
上
に
お
け
る
地
位
は
甚
だ
低
い
。
普
通
の
西
洋
医
学
史
の
中
に
は
、
彼
の

名
を
見
出
だ
す
こ
と
は
出
来
ぬ
。
彼
に
つ
い
て
知
ろ
う
と
す
れ
ば
、
特
殊
の
害
を
漁
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
之
に
反
し
て
、
わ
が
医
学
史

上
に
お
け
る
ク
ル
ム
ス
解
剖
図
譜
の
地
位
は
ほ
と
ん
ど
絶
対
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
指
摘
は
的
を
え
て
い
る
。

こ
の
特
殊
な
書
は
史
料
を
意
味
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
半
世
紀
後
の
現
在
も
、
岩
熊
哲
が
指
摘
し
た
状
況
と
さ
ほ
ど
変
わ
る
も
の

ま
ず
日
本
語
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
論
文
を
検
討
す
る
。
比
較
的
詳
し
く
ク
ル
ム
ス
を
論
じ
た
の
は
、
呉
秀
三
と
小
川
鼎
三
で
あ
る
が
、
い

ず
れ
も
そ
の
主
な
典
拠
は
、
少
．
閏
厨
８
編
の
《
國
○
唱
呂
豆
の
ｇ
①
の
序
×
房
○
口
号
の
国
①
。
○
局
侭
①
目
①
ご
シ
①
吋
具
①
と
一
角
隠
扁
冒
匡
目

気
房
角
》
二
八
九
六
年
刊
）
三
巻
五
七
一
頁
の
記
事
（
④
に
翻
訳
を
示
す
）
の
よ
う
で
あ
る
・
両
人
の
論
じ
る
内
容
は
、
基
本
的
に
崖
．
宙
吊
呂

で
は
な
い
。

①
岩
熊
哲
著
「
解
体
新
書
を
中
心
と
し
た
書
誌
学
的
検
討
」
米
山
千
代
子
福
岡
一
九
四
三
年

こ
の
本
の
第
一
頁
に
、
「
原
著
者
旨
富
国
ご
少
呂
日
肉
屋
冒
吊
（
屋
電
‐
弓
患
）
の
知
ら
れ
て
い
る
限
り
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
呉
秀
三
博
士

が
「
解
体
新
書
の
原
著
並
び
に
解
体
新
言
に
引
用
せ
る
諸
の
原
書
の
著
者
」
（
中
外
医
事
新
報
一
○
五
六
号
（
筆
者
註
二
一
五
五
号
の
誤
り
）
）

な
る
一
文
で
詳
し
く
紹
介
し
て
居
ら
れ
る
か
ら
、
贄
す
る
必
要
は
な
い
。
こ
こ
で
は
成
る
べ
く
重
複
を
さ
け
て
呉
先
生
が
述
べ
ら
れ
な
か
っ

た
事
項
を
論
じ
た
い
」
と
あ
る
。

顧
邑
の
冒
○
君
①
）
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
グ
ダ
ン
ス
ク
図
書
館
（
国
冨
ｇ
①
厨
（
豈
四
弓
の
冨
泊
シ
ｚ
）
な
ど
で
史
料
の
調
査
と
入
手
を

試
み
た
。
そ
の
結
果
、
ク
ル
ム
ス
に
関
す
る
一
次
史
料
と
文
献
の
入
手
に
成
功
し
た
。

の
記
載
を
越
え
る
も
の
で
は
な
い
。

②
呉
秀
三
著
「
解
体
新
書
の
原
著
並
び
に
解
体
新
書
に
引
用
せ
る
諸
の
原
書
の
著
者
」
「
中
外
医
事
新
報
」
二
五
五
号
六
四
～
七

三
、
ク
ル
ム
ス
に
関
す
る
先
行
研
究



鈍
五
頁
一
九
二
五
年
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①
の
岩
熊
哲
の
書
に
言
及
さ
れ
て
い
た
先
行
研
究
で
あ
る
。
そ
の
六
六
～
六
八
頁
に
下
記
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。
戦
前
の
日
本
語
で
の

論
考
の
中
で
、
も
っ
と
も
詳
し
く
ク
ル
ム
ス
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ヨ
Ｏ
ｇ
ｐ
ｐ
シ
§
日
嗣
巨
冒
５
（
届
＄
‐
弓
急
）
は
、
西
暦
一
六
八
九
年
三
月
一
八
日
ブ
レ
ス
ラ
ウ
で
誕
生
し
た
人
で
同
地
の
ギ
ム
ナ
ジ
ゥ
ム

に
入
り
て
最
初
の
学
問
を
し
、
そ
れ
か
ら
ダ
ン
チ
ヒ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
転
校
し
て
、
そ
の
後
に
一
七
二
年
か
ら
一
七
一
五
年
ま
で
、
ハ

ル
レ
ー
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
、
ス
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
グ
等
二
、
三
の
大
学
で
、
医
学
、
万
有
学
を
修
学
し
て
、
そ
れ
か
ら
バ
ー
ゼ
ル
に
行
っ
て
、

一
七
一
五
年
に
ド
ク
ト
ル
の
学
位
を
得
、
一
時
オ
ラ
ン
ダ
に
行
き
、
ド
イ
ツ
の
諸
地
方
を
旅
行
し
て
、
一
七
二
五
年
に
実
兄
ョ
ハ
ン
・
ゲ
オ

ル
グ
・
ク
ル
ム
ス
が
ダ
ン
チ
ヒ
に
居
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
の
侍
医
を
し
て
居
た
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
実
地
開
業
を
し
て
居
た
が
、
同
地
の
高
等

学
校
の
医
学
・
万
有
学
の
教
授
に
任
命
さ
れ
た
が
、
そ
れ
よ
り
前
一
七
一
三
年
か
ら
レ
オ
ポ
ル
ド
ァ
ヵ
デ
ミ
ー
の
会
員
に
な
っ
て
居
た
。
奇

形
に
関
し
た
数
多
の
実
験
を
数
種
の
手
記
と
と
も
に
其
の
会
に
提
供
し
、
又
ブ
レ
ス
ラ
ウ
の
「
医
学
者
の
論
文
集
」
に
も
公
に
し
た
も
の
が

あ
る
。
一
七
二
五
年
以
後
は
ベ
ル
リ
ン
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
員
と
し
て
種
々
の
論
文
を
発
表
し
た
。
一
七
四
五
年
五
月
二
九
日
ダ
ン
チ

ヒ
で
死
亡
し
た
。
享
年
五
七
、
此
人
の
著
述
に
は
医
者
に
取
っ
て
非
常
に
必
要
な
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
の
他
、
万
有
学
・
医
学
又
外
科
学

に
関
し
た
も
の
が
沢
山
あ
る
け
れ
ど
も
、
此
人
を
最
も
有
名
に
し
た
著
述
は
一
七
二
五
年
の
出
版
で
、
解
体
新
書
の
原
本
に
な
っ
た
、
独
逸

語
で
公
に
な
り
、
ラ
テ
ン
語
に
訳
さ
れ
た
と
い
う
銅
版
画
入
り
の
シ
ロ
昌
○
目
目
①
弓
号
①
扁
国
》
ロ
呂
曾
８
国
匡
帰
ｇ
同
旨
帰
国
シ
ロ
ョ
①
鳥
匡
侭
ｇ

匡
国
・
〆
匡
耳
①
の
目
》
合
田
吊
号
の
い
、
ご
国
①
ご
目
ｇ
⑳
ｇ
胃
扁
ロ
【
ｇ
胃
刷
国
①
の
ｏ
冨
酌
①
号
①
詳
匡
且
Ｚ
巨
冒
２
号
匡
昌
目
目
①
愚
９
２
》
弓
①
一
目
①
号
ロ

ン
匡
融
侭
①
目
号
吋
シ
ご
印
言
目
①
函
巨
冨
呂
①
目
角
閂
シ
ロ
国
目
侭
く
閏
苛
の
の
号
①
一
己
四
国
国
両
》
弓
閉
で
、
オ
ク
タ
ー
ブ
で
、
二
八
図
表
が
あ
っ
て
、

図
表
が
あ
っ
て
は
説
明
が
あ
り
、
説
明
が
あ
っ
て
は
図
表
が
あ
る
、
表
題
通
り
初
学
者
の
手
引
き
に
都
合
の
よ
い
も
の
で
あ
る
。
」

な
お
、
上
記
原
著
表
題
中
に
は
ド
イ
ツ
語
と
し
て
は
不
自
然
な
表
記
が
散
見
さ
れ
る
が
、
呉
論
文
の
記
載
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
。

③
小
川
鼎
三
の
一
連
の
研
究
（
一
九
五
五
～
七
五
年
）
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記
載
は
こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
り
、
ク
ル
ム
ス
や
デ
ィ
ク
テ
ン
の
学
歴
や
業
績
に
関
す
る
記
述
は
認
め
ら
れ
な
い
・

小
川
は
一
九
六
八
年
に
は
「
解
体
新
書
藺
学
を
お
こ
し
た
人
々
」
（
中
央
公
論
社
、
東
京
）
を
公
刊
す
る
。
そ
の
七
四
頁
か
ら
七
六
頁
に
か

け
て
ク
ル
ム
ス
の
履
歴
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
彼
（
筆
者
註
、
ク
ル
ム
ス
）
の
生
涯
に
つ
い
て
詳
し
い
伝
記
は
知
ら
れ
て
い

な
い
。
一
六
八
九
年
三
月
一
八
日
に
ブ
レ
ス
ラ
ウ
（
い
ま
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
の
弓
８
。
一
画
言
）
に
生
れ
て
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
教
育
を
ブ
レ
ス
ラ
ウ

と
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
（
い
ま
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
の
⑦
呂
口
爵
）
で
う
け
た
の
ち
、
一
七
二
年
か
ら
数
年
間
、
ハ
ル
レ
・
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
・
ス
ト
ラ
ス

ブ
ル
グ
・
バ
ー
ゼ
ル
の
諸
大
学
で
学
び
、
医
学
と
博
物
学
を
身
に
つ
け
た
。
ド
ク
ト
ル
の
学
位
を
一
七
一
九
年
バ
ー
ゼ
ル
で
得
た
。
つ
い
で

オ
ラ
ン
ダ
に
滞
在
し
た
あ
と
、
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
に
ゆ
き
、
そ
こ
で
医
業
を
開
い
た
。
彼
の
実
兄
ョ
ハ
ン
・
ゲ
オ
ル
グ
・
ク
ル
ム
ス
は
ポ
ー
ラ
ン

ド
王
の
侍
医
で
、
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
に
住
ん
で
い
た
こ
と
は
、
彼
が
こ
の
地
に
来
た
の
と
関
係
が
あ
り
そ
う
だ
。
一
七
二
五
年
に
、
彼
ョ
ハ
ン
・

ア
ダ
ム
・
ク
ル
ム
ス
は
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
教
授
と
な
り
、
医
学
と
博
物
学
を
受
け
も
っ
た
。
彼
が
学
問
的
に
も
っ
と
も
活
躍

し
た
の
は
一
七
二
○
年
代
で
、
年
齢
で
は
三
○
歳
か
ら
四
○
歳
ま
で
の
壮
年
期
で
あ
っ
た
。
彼
の
有
名
な
『
簡
明
解
剖
書
」
（
原
名

野
呂
８
目
め
目
の
弓
号
の
扁
口
）
の
初
版
は
一
七
一
三
年
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
で
出
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
著
作
と
し
て
は
「
自
然
哲
学
要
綱
』
国
①
日
①
邑
国

９
号
の
８
三
助
の
ロ
四
目
国
房
が
一
七
二
二
年
と
二
七
年
、
奇
形
胎
児
の
解
剖
生
理
学
的
な
記
載
が
一
七
二
四
年
、
「
聴
覚
に
つ
い
て
」
と
「
血

液
循
環
」
が
同
じ
く
一
七
二
四
年
、
「
蒸
気
と
霞
」
が
二
六
年
、
「
岩
石
」
が
二
七
年
、
「
嗅
覚
」
と
「
視
覚
」
が
二
八
年
、
「
触
角
」
が
二
八

一
九
五
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
明
治
前
日
本
医
学
史
第
一
巻
』
（
日
本
学
士
院
編
東
京
）
で
、
小
川
は
下
記
の
よ
う
に
著
し
て
い
る
。
「
解

体
新
書
の
本
文
は
ク
ル
ム
ス
解
剖
書
（
独
逸
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
の
自
然
科
学
者
旨
冨
ロ
ロ
ン
烏
目
肉
屋
言
巨
切
（
勗
窓
‐
旨
堂
）
の
著
し
た
Ｐ
目
呉
○
目
の
号
①

弓
筈
①
扁
口
の
第
三
版
（
一
七
三
二
）
を
和
蘭
の
医
者
の
①
国
己
匡
の
目
９
９
が
翻
訳
し
た
も
の
で
○
且
①
①
烏
昌
己
侭
①
弓
画
置
①
ロ
と
題
し
、
一
七
三
四
年

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
て
出
版
）
の
本
文
の
大
体
に
忠
実
な
遂
字
訳
で
あ
り
、
創
業
の
人
々
が
よ
く
も
こ
れ
だ
け
で
き
た
も
の
と
感
嘆
の
他
は
な

い
。
尤
も
ク
ル
ム
ス
解
剖
書
で
は
本
文
以
外
の
註
釈
の
部
分
が
重
要
な
一
部
を
な
す
が
、
こ
れ
は
解
体
新
書
に
は
載
っ
て
い
な
い
。
」
（
一
五
二

頁
一
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年
、
同
じ
く
一
七
二
九
年
に
は
「
動
物
の
発
生
に
つ
い
て
」
と
「
昆
虫
の
実
験
」
を
発
表
し
て
い
る
。
（
中
略
）
一
七
一
三
年
に
彼
は
レ
オ
ポ

ル
ド
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
員
と
な
り
、
一
七
二
五
年
以
後
は
ベ
ル
リ
ン
学
士
院
の
会
員
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
、
彼
の
学
問
上
の
業
績
は
当

時
か
な
り
認
め
ら
れ
て
い
た
と
思
う
。
（
中
略
）

最
後
ま
で
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
先
生
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
ク
ル
ム
ス
は
一
七
四
五
年
五
月
二
九
日
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
で
没
し

た
。
享
年
五
六
歳
で
あ
る
。
ク
ル
ム
ス
解
剖
書
の
書
誌
学
的
な
考
察
は
、
日
本
で
は
岩
熊
哲
氏
に
よ
り
昭
和
一
八
年
に
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、

い
ま
調
べ
る
と
そ
れ
に
も
若
干
訂
正
す
べ
き
個
所
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
」
と
あ
り
、
上
記
し
た
①
の
岩
熊
哲
の
研
究
が
そ
れ
ま
で
の
主
要
な

書
誌
学
的
研
究
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
。

小
川
鼎
三
の
文
章
は
、
シ
思
刷
８
編
《
国
○
噴
呂
三
ｍ
ｇ
①
の
斥
〆
房
○
ご
号
の
国
閏
ぐ
○
国
侭
①
目
ｇ
シ
①
同
前
ど
一
関
馬
尉
冒
巨
且
く
。
弄
囚
ゞ

（
一
八
九
六
年
刊
）
三
巻
五
七
一
頁
の
記
事
に
、
上
記
②
の
文
献
か
ら
の
引
用
を
含
み
、
そ
の
上
若
干
他
か
ら
の
引
用
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

「
聴
覚
に
つ
い
て
」
、
「
血
液
循
環
」
、
「
蒸
気
と
霞
」
、
「
岩
石
」
、
「
嗅
覚
」
、
「
視
覚
」
、
「
触
角
」
、
「
動
物
の
発
生
に
つ
い
て
」
お
よ
び
「
昆
虫
の

実
験
」
が
、
実
際
は
同
一
書
籍
に
収
載
さ
れ
た
論
文
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
六
章
で
そ
れ
を
指
摘
し
た
。

小
川
鼎
三
は
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
一
二
巻
二
号
の
四
六
～
五
二
頁
に
「
解
体
新
書
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
て
い
る
が
、
そ
の
四
八
頁
に

記
述
さ
れ
た
ク
ル
ム
ス
に
関
す
る
内
容
は
ご
く
簡
単
で
、
『
解
体
新
書
蘭
学
を
お
こ
し
た
人
々
」
を
越
え
る
も
の
で
は
な
い
。

④
シ
，
閏
筋
目
編
の
医
学
者
人
名
事
典
《
国
○
四
号
三
ｍ
ｇ
①
印
馬
〆
時
○
国
号
の
西
①
儲
ぐ
○
国
侭
①
ａ
①
ロ
ン
の
目
扇
ど
回
帰
嚴
邑
巨
且
く
巳
訂
目
》

一
八
九
六
年
に
ド
イ
ツ
で
刊
行
さ
れ
た
少
．
閏
耐
３
編
の
医
学
者
人
名
事
典
《
国
○
四
ｇ
言
の
ｇ
①
の
席
〆
弄
○
己
号
の
国
閏
ぐ
○
国
侭
①
ａ
ｇ

Ｐ
閂
呉
①
筐
一
四
帰
胃
口
巨
且
ぐ
巳
冨
吋
…
は
、
今
ま
で
に
欧
米
で
刊
行
さ
れ
た
医
学
者
人
名
事
典
中
、
も
っ
と
も
詳
細
な
内
容
の
事
典
で
あ
る

が
、
こ
の
本
が
唯
一
ク
ル
ム
ス
の
名
前
を
収
載
し
て
い
る
医
学
者
人
名
事
典
で
あ
る
。
そ
の
内
容
の
全
訳
を
示
す
。

ク
ル
ム
ス
、
ョ
Ｉ
ハ
ン
、
ア
ー
ダ
ム
、
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
の
。
一
六
八
九
年
三
月
一
八
日
ブ
レ
ス
ラ
ウ
生
ま
れ
、
一
七
二
年
よ
り
ハ
レ
、

④
シ

の
記
載
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ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
、
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
、
バ
ー
ゼ
ル
大
学
で
学
び
、
最
後
の
大
学
で
一
七
一
九
年
に
博
士
論
文
ロ
①
冨
笥
目
○
目
四
日
○
日
日

里
目
○
号
○
日
目
で
学
位
取
得
。
そ
の
後
オ
ラ
ン
ダ
内
を
学
術
旅
行
し
、
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
に
戻
っ
て
、
こ
こ
で
一
七
二
五
年
に
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
高

等
学
校
の
医
学
と
自
然
学
の
教
員
の
ポ
ス
ト
を
得
た
。
一
七
四
五
年
五
月
二
九
日
死
去
。
彼
の
著
作
の
内
で
挙
げ
ら
れ
得
る
の
は

当
時
非
常
に
人
気
が
あ
っ
た
シ
ご
画
８
目
の
ｇ
①
弓
号
①
馬
ロ
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
一
七
二
二
、
一
七
二
五
、
一
七
二
八
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
一
七

三
三
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
一
七
四
二
、
一
七
五
九
、
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
一
七
四
五
、
一
七
六
六
、
ロ
ー
マ
一
七
四
八
、
ウ
ト
レ
ヒ
ト
一
七
五

五
、
カ
ル
ル
・
ゴ
ッ
ト
ロ
ー
プ
・
キ
ュ
ー
ン
に
よ
る
二
七
銅
板
画
付
全
面
訂
正
版
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
一
七
八
九
、
フ
ラ
ン
ス
語
版
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
一
七
三
六
。
さ
ら
に
国
①
ｇ
ｇ
国
昌
己
○
の
○
ｇ
園
①
８
日
目
房
》
○
房
①
号
呉
ざ
昌
冒
の
〕
国
①
８
ゆ
め
閏
罠
の
①
〆
扁
吋
肖
日
①
己
昌
の
２
の
四
口
四

【
呉
５
口
①
め
匡
酌
巳
国
旦
・
荷
．
ゴ
ー
タ
一
七
二
二
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
一
七
二
七
、
目
の
的
．
号
く
ｇ
ｏ
１
ｇ
の
）
口
①
９
両
２
口
号
号
巨
の
ダ
ン
チ
ッ
ヒ

一
七
二
六
、
ロ
２
９
丘
ご
易
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
一
七
二
七
。

こ
れ
ら
に
多
数
の
、
取
る
に
足
ら
な
い
自
然
学
と
医
学
の
論
文
が
加
わ
る
。

こ
れ
は
日
本
語
の
医
史
学
書
の
ク
ル
ム
ス
に
関
す
る
す
べ
て
の
記
載
の
主
た
る
典
拠
と
な
っ
た
記
事
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤
『
解
体
新
書
』
の
ド
イ
ツ
語
版
原
著
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
間
の
矛
盾
に
つ
い
て

さ
て
、
『
解
体
新
書
」
の
ド
イ
ツ
語
版
原
著
に
つ
い
て
、
上
記
先
行
研
究
間
で
、
矛
盾
し
た
記
載
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
小
川
は
一
七

三
二
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
刊
行
さ
れ
た
第
三
版
で
あ
る
と
す
る
（
筆
者
も
そ
れ
を
踏
襲
し
た
）
の
に
対
し
、
少
・
雷
筋
８
編
の
医
学
者
人
名

事
典
の
記
載
の
著
書
リ
ス
ト
に
は
、
一
七
三
二
年
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
刊
行
版
は
な
く
、
一
七
三
三
年
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
刊
行
版
が
あ
げ

こ
こ
に
今
後
解
決
す
べ
き
二
点
が
存
在
す
る
。

す
な
わ
ち
、
デ
ィ
ク
テ
ン
が
ラ
イ
デ
ン
で
翻
訳
・
刊
行
し
た
一
七
三
四
年
の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
が
、
ど
の
ド
イ
ツ
語
版
を
も
と
に
翻
訳
さ
れ

た
も
の
か
を
、
ド
イ
ツ
語
各
版
の
原
著
を
つ
き
あ
わ
せ
て
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
ば
し
ば
オ
ラ
ン
ダ
語
に
翻
訳
さ
れ
た
医
学
書

ら
れ
て
い
る
。
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に
は
、
そ
の
原
著
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
デ
ィ
ク
テ
ン
の
オ
ラ
ン
ダ
語
翻
訳
害
に
は
そ
の
記
載
が
な
い
。

一
八
世
紀
に
ョ
－
ロ
ッ
パ
で
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
医
学
書
は
、
各
地
で
色
々
な
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ク
ル
ム
ス
に
つ
い
て
も
、

今
一
度
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
各
地
の
古
医
書
を
蔵
し
て
い
る
図
書
館
を
回
り
、
著
作
目
録
を
新
規
作
成
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
既
に
筆
者
は
、
日

本
の
蘭
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
プ
レ
ン
ク
に
つ
い
て
、
プ
レ
ン
ク
も
ま
た
ク
ル
ム
ス
と
同
様
に
ョ
１
ロ
ッ
パ
医
学
史
で
は
重
要
な
人
物

で
は
な
い
が
、
こ
の
作
業
を
行
い
、
拙
著
「
緒
方
洪
庵
の
蘭
学
』
で
公
表
し
た
。
同
様
の
作
業
が
ク
ル
ム
ス
で
も
必
要
な
こ
と
は
、
今
回
の

先
行
研
究
問
の
記
載
の
矛
盾
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。

し
か
し
ク
ル
ム
ス
の
生
き
た
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
半
ば
ま
で
は
グ
ダ
ン
ス
ク
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
自
治
都
市
で
あ
っ
た
と
、
少
な
く

（
１
）

と
も
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
名
事
典
』
の
編
著
者
た
ち
は
考
え
て
い
る
。

（
２
）

グ
ダ
ン
ス
ク
は
九
八
○
年
頃
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
最
初
の
王
、
ミ
ェ
シ
コ
ー
世
が
こ
の
地
を
制
圧
し
て
生
れ
た
。
一
三
○
八
年
に
ド
イ
ツ

（
ワ
】
）

騎
士
団
領
に
編
入
さ
れ
、
一
三
六
一
年
に
は
ハ
ン
ザ
同
盟
の
都
市
と
な
っ
た
。
一
四
五
四
年
に
ド
イ
ツ
騎
士
団
に
対
し
反
乱
を
お
こ
し
、
ポ

（
２
）

－
ラ
ン
ド
王
に
保
護
を
求
め
た
。
一
三
年
間
の
混
乱
の
後
、
一
四
六
六
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
自
治
都
市
と
な
っ
た
。
一
七
九
三
年
、
ポ
ー
ラ

（
２
）

ン
ド
第
二
次
分
割
で
プ
ロ
シ
ア
領
と
な
っ
た
。

従
っ
て
ク
ル
ム
ス
の
時
代
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
自
治
都
市
で
あ
っ
た
。
一
九
七
一
年
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
刊
行
さ
れ
た
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
名

（
１
）

事
典
』
に
は
ク
ル
ム
ス
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

前
述
し
た
一
八
九
六
年
に
ド
イ
ツ
で
刊
行
さ
れ
た
諺
．
閏
尉
９
編
の
医
学
者
人
名
事
典
《
国
○
鳴
眉
冨
砂
目
①
の
序
〆
房
目
号
の
国
閂
ぐ
目
‐

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ク
ル
ム
ス
が
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
こ
と
は
従
来
、
明
白
な
事
実
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
彼
の
史
料
の
ほ
と
ん
ど
が
ド
イ
ツ
系
の
も
の
で
あ

四
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
文
献
か
ら
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国
鴨
且
ｇ
シ
閏
圃
扇
と
一
国
腺
胃
邑
昌
昼
く
昌
肉
閂
》
の
内
容
（
二
章
の
④
項
参
照
。
以
後
「
前
著
」
と
略
す
）
と
の
比
較
を
示
す
。
睦
．
田
圃
目

（
１
）

編
の
医
学
者
人
名
事
典
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
部
分
を
括
弧
内
に
明
記
し
た
。
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
名
事
典
」
の
記
事
は
〆
．
閏
勗
８
編
の

医
学
者
人
名
事
典
の
内
容
よ
り
詳
細
で
あ
る
。

以
下
の
記
述
は
岡
山
大
学
経
済
学
部
助
教
授
田
口
雅
弘
氏
の
和
訳
に
よ
る
。

ク
ル
ム
ス
・
ヤ
ン
・
ア
ダ
ム
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
読
み
、
姓
名
順
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
慣
習
に
従
っ
た
。
【
巨
冒
５
百
口
Ｐ
８
日
）
は
一
六
八
九
年
三

月
二
三
日
（
前
著
、
一
八
日
）
に
ヴ
ロ
ッ
ワ
フ
で
生
れ
た
。
父
は
パ
ン
焼
き
職
人
の
ア
ダ
ム
（
シ
烏
冒
）
、
母
は
マ
リ
ア
・
フ
レ
ゲ
ル
（
巨
閏
国

（
１
）

国
侭
里
）
、
兄
は
ヤ
ン
・
イ
ェ
ジ
イ
（
旨
邑
］
①
禺
昌
）
で
あ
る
（
前
著
、
記
載
な
し
）
。

ま
ず
ブ
ロ
ッ
ワ
フ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
通
い
、
両
親
を
亡
く
し
た
あ
と
、
一
七
○
四
年
に
兄
の
い
る
グ
ダ
ン
ス
ク
に
転
居
し
、
そ
こ
の
ギ

（
１
）

ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
通
っ
た
（
前
著
、
記
載
な
し
）
。

一
七
二
年
に
ハ
レ
、
一
七
一
四
年
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
次
い
で
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
、
一
七
一
五
年
（
前
著
、
一

九
年
、
後
述
す
る
よ
う
に
筆
者
も
前
著
が
誤
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
）
に
バ
ー
ゼ
ル
に
お
い
て
《
ロ
尉
附
耳
鼻
冒
号
面
冑
ョ
○
口
届
日
○
昌
日
里

（
１
）
（
１
）

日
Ｃ
Ｓ
Ｃ
目
日
）
で
医
学
博
士
号
を
取
得
し
た
。
そ
の
後
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン
で
ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
の
講
義
を
聴
講
す
る
。

一
七
二
五
年
に
グ
ダ
ン
ス
ク
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
教
授
、
一
七
二
九
年
に
教
え
子
た
ち
の
学
術
論
文
を
ま
と
め
た
《
甸
尉
Ｑ
２
盲
の
因
×
閏
‐

（
１
）

Ｑ
国
庁
５
コ
巨
目
団
ご
里
８
日
目
号
ぐ
閏
房
胃
冒
開
口
冒
尉
Ｈ
ｇ
尻
目
９
号
ｇ
冒
冨
日
昌
禺
匡
国
市
ョ
》
（
『
自
然
哲
学
各
論
集
成
』
）
を
出
版
す
る

（
一
七
二
九
年
以
下
の
内
容
は
前
著
に
記
載
な
し
）
。
同
時
に
主
に
解
剖
学
の
分
野
で
多
く
の
小
論
文
を
著
す
（
前
著
、
記
載
な
し
）
。

一
七
三
○
年
に
二
つ
の
暦
に
関
す
る
書
物
ら
員
肘
巨
の
閏
四
の
耳
○
己
○
目
の
３
角
巨
己
三
ｍ
８
房
目
閏
○
巴
①
呂
閏
．
お
よ
び
《
ｚ
ｏ
乏
冒
煕
餌
昼
．

（
１
）

８
］
①
異
同
『
日
妥
二
日
ｇ
冨
冨
－
２
３
国
》
言
新
暦
と
旧
暦
す
な
わ
ち
ロ
ー
マ
暦
と
ロ
シ
ア
暦
」
）
を
著
す
（
前
著
、
記
載
な
し
）
。

（
１
）

グ
ダ
ン
ス
ク
市
嘱
託
物
理
学
者
の
公
職
を
遂
行
す
る
。
皇
帝
博
物
学
協
会
、
ベ
ル
リ
ン
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
（
前
著
、
記
載
な
し
）
・

一
七
二
一
年
四
月
二
日
に
雑
貨
商
ク
シ
シ
ト
フ
・
ロ
イ
シ
ュ
ネ
ル
負
目
滞
凰
且
斤
匡
の
ｏ
言
①
ユ
の
未
亡
人
、
コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
・
エ
ー
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利
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
は
四
つ
の
学
部
の
た
め
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
教
職
の
導
入
に
よ
っ
て
、
あ
る
人
た
ち
の
意
見
に
よ
れ
ば
一
五
八
○
年

頃
、
他
の
人
た
ち
の
意
見
に
よ
れ
ば
一
六
三
○
年
ま
た
は
一
六
四
三
年
に
、
神
学
と
哲
学
と
法
学
と
医
学
の
講
義
が
な
さ
れ
る
学
術
的
ギ
ム

（
３
）

れ
た
。

ナ
ジ
ウ
ム
の
性
格
を
得
た
｛

（
１
）

ベ
リ
ン
グ
員
○
房
○
ａ
国
国
冨
冒
巴
と
結
婚
す
る
（
前
著
、
記
載
な
し
）
。

一
七
四
五
年
五
月
二
九
日
に
グ
ダ
ン
ス
ク
で
死
去
。

最
盛
期
は
一
六
四
三
年
か
ら
六
八
年
で
、
平
均
し
て
在
学
生
徒
数
は
四
○
○
名
、
一
部
は
バ
ル
ト
海
沿
岸
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
出
身
者
で
あ

（
３
）

っ
た
。
一
七
一
五
年
以
後
衰
退
し
た
。

ョ
－
ハ
ン
・
ア
ー
ダ
ム
・
ク
ル
ム
ス
は
こ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
学
生
で
、
そ
の
後
教
授
に
就
任
し
た
。
彼
は
自
然
科
学
、
と
く
に
解
剖
学

の
研
究
を
彼
の
医
師
の
仕
事
の
基
礎
と
し
て
行
な
っ
た
。

歴
史
家
の
一
般
的
な
意
見
で
は
、
一
八
世
紀
の
最
初
の
四
半
世
紀
に
グ
ダ
ン
ス
ク
の
高
等
教
育
が
衰
退
し
た
と
い
う
。
こ
の
衰
退
は
著
明

今
回
、
グ
ダ
ン
ス
ク
な
ど
で
入
手
し
た
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
歴
史
に
関
す
る
事
項
を
要
約
す
る
。

ダ
ン
チ
ッ
ヒ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
（
⑦
旨
］
目
の
旨
日
肯
且
①
目
２
日
ま
た
は
冒
』
の
耳
の
Ｒ
３
目
の
ロ
の
①
ま
た
は
胃
昌
８
国
匡
日
）
は
一
五
五
八
年
の
夏

に
市
の
参
事
会
の
決
定
に
よ
り
、
一
五
五
八
年
に
創
立
さ
れ
た
。

葛
ご
房
吋
型
画
冒
（
現
在
名
、
弓
四
個
三
四
の
置
昌
）
西
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
修
道
院
自
国
国
凰
の
冨
邑
①
時
‐
五
○
の
扁
崗
）
の
建
物
に
同
年
か
ら
置
か

な
お
こ
の
建
物
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
空
襲
で
大
破
し
た
が
、
そ
の
後
以
前
と
同
様
の
外
観
で
再
建
さ
れ
、
現
在
も
学
校
の
校
舎
と
し
て

五
、
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
歴
史
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で
、
彼
ら
に
よ
る
と
教
員
数
１

（
４
）

会
的
、
思
想
的
理
由
に
よ
る
。

し
か
し
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
何
人
か
の
教
員
の
教
訓
的
な
出
版
活
動
を
検
討
す
る
と
、
高
等
教
養
教
育
を
実
施
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

そ
の
第
一
は
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
グ
ロ
デ
ッ
ク
ａ
四
頁
回
⑦
８
段
①
烏
）
教
授
（
一
六
九
四
年
就
任
）
、
彼
の
後
継
者
ョ
－
ハ
ン
・
グ
ロ
ー
ゼ
マ

（
３
）
、
（
４
）

イ
エ
ル
色
○
冨
昌
ご
Ｑ
ｏ
ｍ
⑦
目
星
①
計
）
教
授
二
七
○
九
年
就
任
）
、
そ
し
て
最
強
の
ョ
－
ハ
ン
・
ア
ー
ダ
ム
・
ク
ル
ム
ス
教
授
で
あ
る
。

一
七
二
五
年
に
彼
は
教
授
に
就
任
、
そ
し
て
二
年
後
に
イ
ラ
ス
ト
入
り
の
講
義
便
覧
を
学
生
の
た
め
に
出
版
し
た
。
こ
の
便
覧
は
記
録
の

中
に
の
み
知
ら
れ
る
。
こ
の
便
覧
の
題
名
は
公
式
に
は
「
科
学
的
や
り
方
、
ｌ
観
察
、
実
験
、
そ
し
て
常
識
に
つ
い
て
」
で
、
科
学
の
啓
蒙

（
４
）

の
精
神
に
の
っ
と
っ
て
説
明
し
て
い
る
。

一
八
世
紀
に
な
っ
て
哲
学
の
教
授
の
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ハ
ー
ノ
フ
が
、
こ
の
学
術
的
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
を
総
合
大
学
に
格
上
げ
す
る
と
い
う
提

案
を
も
っ
て
登
場
し
た
。
し
か
し
参
事
会
は
こ
の
提
案
を
拒
否
し
た
。

そ
の
理
由
は
こ
の
高
等
学
院
は
ル
タ
ー
派
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
か
ら
の
認
可
が
期
待
出
来
な

授
職
が
廃
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
後
に
、

（
３
）

ジ
ウ
ム
の
所
有
下
に
あ
っ
た
。

〃
、

（
３
）

か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

表
一
は
、
］
（
）
．
シ
忌
日
巨
印
尻
巳
ョ
吊
著
、
《
園
の
Ｑ
２
旨
の
閃
〆
閏
昌
目
○
口
ロ
日
堅
固
の
閏
昌
ご
号
ぐ
閏
冒
の
胃
冒
四
①
Ｑ
目
］
の
Ｈ
，
①
９
ｍ
目

一
七
九
三
年
に
プ
ロ
イ
セ
ン
が
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
を
占
拠
し
た
。
そ
し
て
自
治
都
市
は
存
在
を
停
止
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
時
以
来
こ
の
学
術
的
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
は
衰
退
し
た
。
一
八
一
二
年
六
月
二
九
日
の
市
参
事
会
決
定
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
学
部
の
教

職
が
廃
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
後
に
、
市
立
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
ヘ
の
改
組
が
一
八
一
二
年
に
な
さ
れ
た
。
学
籍
簿
は
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
市
立
ギ
ム
ナ

彼
ら
に
よ
る
と
教
員
数
と
学
生
数
が
減
少
し
、
雄
弁
術
と
神
学
が
好
ま
れ
、
自
然
科
学
と
数
学
が
無
視
さ
れ
た
。
そ
れ
は
経
済
的
、
社

六
、
ク
ル
ム
ス
の
著
作
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表1分類番号XIX383Jo.AdamusKulmus編著;!FasciculusExer-

citationumPhysicarumdevariisacpraecipuisrebusadphilosophiam

naturalem(｢自然哲学各論集成｣)'Gedani(グダンスク)1729年刊の全
タイトル

Curriculusl

ldeNaturacorporum,eorumqveaffectionibus(人体）
2deCorporibusMunditotalibusingenere(天体）
3deSole(太陽）

4deLuna(月）

5dePlanetis(惑星）

6deSystemateplanetarum(惑星の体系）
7deTellureinGenere(大地）

8deTempestatibusannuis(一年の天気）

9deAEre(空気）

10deVentis(風）

l1deVaporibus,Nebula&Nubibus(水蒸気、霧および雲）

12deMeteorisaqueis(液体）
13deMeteorisignitis(燃体）

14deMeteorisemphaticis(気体）

Curriculusll

15deAquva&Maribus(水と海）

16deOriginefontium(泉源）

17deAestumaris(満潮の海）

18deMetallis(金属）

19deLapidibus(石）

20deMagnete(磁石）
21deSalibus(砂）

22deSulphure(硫黄）
23deSuccino(燃焼）

24deTerrae-motibus(地震）

CurriCuluslll

25dePlantis,earumqvenutritione(植物）

26deGeneratione&augmentationeplantarum(植物の発牛と増殖）
27deAnimalibusingenere(動物）
28deDigestionealimentorum(食物の消化）

29deSanguine,ejusqveCirculatione(血液循環）
30deNutritioneanimalium(活力栄養）

31deVisu(視覚）

32deAudita(聴覚）

33deGustu&Loqvela(味覚と発声）
34deOlfactu(嗅覚）

35deTactu(触覚）

36deSomno&Vigiliis(睡眠と不眠）
37deGenerationeAnimalium(動物の発生）
38delnsectis(虫）

39deVita&Morte(生と死）

42
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ロ
ゴ
菖
○
の
（
）
ロ
ゴ
』
四
胃
ご
己
四
庁
巨
時
“

こ
れ
は
今
回
、
現
地
の

銘
巴
し
た
も
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
最
終
学
年
に
お
け
る
卒
業
論
文
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
が
個
々
に
独
立
し
た
論
文
で
あ
る
の
で
、
こ
の
図
書

館
の
目
録
に
は
個
々
の
論
文
が
一
枚
の
カ
ー
ド
に
抜
き
書
き
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
一
七
三
○
年
代
後
半
（
文
献
四
に
拠
る
。
実
際
は
一
七
二
○
年
代
後
半
）
の
グ
ダ
ン
ス
ク
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
行
な
わ
れ
て
い
た
自

（
４
）

然
誌
の
教
育
の
や
り
方
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
明
ら
か
に
な
る
。

ク
ル
ム
ス
の
弟
子
の
三
二
論
文
（
文
献
四
に
拠
る
。
実
際
は
三
九
論
文
）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
第
一
章
は
自
然
と
天
文
へ
の
疑
問
に
対
す
る

（
４
）

一
般
的
問
題
の
考
察
、
第
二
章
は
生
気
の
な
い
自
然
に
関
し
て
、
第
三
章
は
植
物
と
動
物
で
あ
る
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
グ
ダ
ン
ス
ク
図
書
館
に
は
、
ク
ル
ム
ス
の
ラ
テ
ン
語
で
記
述
さ
れ
た
医
学
博
士
号
論
文
も
蔵
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
《
目
の
の
①
再
胃
旨
冒
四
侭
昌
目
の
旨
①
巳
８
号
国
閏
日
○
己
四
三
○
日
目
里
冨
Ｏ
３
Ｏ
日
日
》
》
弓
勗
圏
冒
昌
》
、
“
の
号
四
①
で
あ
り
、
す
な

わ
ち
一
七
一
五
年
五
月
二
二
日
に
バ
ー
ゼ
ル
で
こ
の
学
位
論
文
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
当
日
バ
ー
ゼ
ル
大
学
で
ク
ル
ム
ス
の
論
文
審

記
さ
れ
て
い
る
。

わ
ち
一
七
一
五
年
五
月
二
二
日
時

査
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
。

こ
の
医
学
博
士
号
取
得
年
月
日
は
前
述
し
た
小
川
の
記
載
の
年
月
日
と
異
な
っ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
の
方
が
正
し
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
著
作
内
容
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
ク
ル
ム
ス
は
単
に
内
科
学
だ
け
に
興
味
を
抱
い
て
い
た
の
で
は
な
く
、
当
時
、
自
然
哲
学
と

呼
ば
れ
た
自
然
科
学
全
体
を
視
野
に
入
れ
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
高
学
年
の
学
生
を
教
育
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

こ
の
本
は
そ
れ
ぞ
れ
が
数
ペ
ー
ジ
か
ら
な
る
発
表
年
の
異
な
る
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
た
三
九
編
の
小
論
文
の
集
成
で
あ
る
が
、
特
徴
的
な

こ
と
は
、
各
論
文
毎
に
そ
の
論
文
を
提
出
し
た
学
生
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ど
の
論
文
に
も
指
導
者
ク
ル
ム
ス
の
名
前
が
併

ご
異
巨
国
行
ｇ
》
（
「
自
然
哲
学
各
論
集
成
」
）
（
グ
ダ
ン
ス
ク
一
七
二
九
年
）
の
全
項
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。

現
地
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
グ
ダ
ン
ス
ク
図
書
館
（
國
冨
（
）
討
冨
の
８
口
⑱
冨
甸
シ
ｚ
）
で
集
録

（
分
類
番
号
〆
員



石田純郎：『解体新書」の原著者クルムスについての研究 44

ば
な
ら
な
い
。

今
回
、
国
立
グ
ダ
ン
ス
ク
公
文
書
館
（
シ
月
冨
弓
巨
日
や
四
口
の
冒
○
言
①
）
で
「
故
旨
．
エ
ロ
，
ク
ル
ム
ス
博
士
の
手
槁
か
ら
の
抜
粋
」
を
入
手
し

（
５
）

た
。
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
記
録
簿
に
挿
入
さ
れ
て
い
た
六
頁
の
書
類
で
あ
る
。

こ
れ
は
ク
ル
ム
ス
が
自
筆
し
た
書
類
を
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
職
員
が
転
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

記
録
の
タ
イ
ト
ル
は
「
故
］
○
．
シ
ュ
．
ク
ル
ム
ス
博
士
の
手
槁
『
医
学
博
士
に
て
正
教
授
の
Ｊ
・
Ａ
・
ク
ル
ム
ス
に
よ
り
、
出
来
事
の
記
録
の

た
め
に
書
か
れ
た
、
一
七
二
五
年
以
降
の
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
特
別
な
事
柄
の
私
的
日
誌
」
か
ら
の
抜
粋
」
で
あ
り
、

文
中
に
し
ば
し
ば
「
私
、
ク
ル
ム
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

一
七
二
五
年
は
ク
ル
ム
ス
が
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
教
授
に
就
任
し
た
年
で
あ
り
、
彼
の
就
任
の
い
き
さ
つ
か
ら
こ
の
記
録
は
始
ま
る
。
ラ
テ

ン
語
混
じ
り
の
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た
記
録
の
複
写
を
岡
山
大
学
文
学
部
の
高
橋
輝
和
教
授
に
解
読
し
て
い
た
だ
い
た
。

本
誌
九
○
頁
に
こ
の
史
料
を
収
載
し
た
が
、
そ
の
解
読
と
そ
の
日
本
語
へ
の
翻
訳
を
示
し
た
。

そ
れ
以
外
に
こ
の
記
録
簿
に
は
こ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
医
学
自
然
学
教
授
（
刃
○
貯
め
の
目
①
の
旨
①
島
の
ヨ
四
①
輿
里
国
８
ｍ
）
一
覧
が
記
録
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
ク
ル
ム
ス
の
在
任
期
間
は
一
七
二
五
年
六
月
二
七
日
か
ら
一
七
四
五
年
五
月
三
○
日
（
伝
え
ら
れ
て
い
る
ク
ル
ム

れ
て
お
り
、
こ
れ
に
ド

ス
の
没
年
月
日
の
翌
日
）

従
っ
て
前
述
し
た
小
川
の
記
載
（
「
ク
ル
ム
ス
は
没
す
る
ま
で
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
教
授
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
判
ら
な
い
」
）
は
訂
正
さ
れ
な
け
れ

ク
ル
ム
ス
は
一
七
二
五
年
五
月
二
三
日
に
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
医
学
と
自
然
哲
学
の
教
授
に
任
命
さ
れ
、
六
月
二
八
日
に
就

八
、
「
故
旨
．
シ
ｇ
ク
ル
ム
ス
博
士
の
手
稿
か
ら
の
抜
粋
」
の
要
約
と
意
義

七
、
今
回
入
手
し
た
「
故
冒
．
崖
昌
ク
ル
ム
ス
博
士
の
手
稿
か
ら
の
抜
粋
」

で
あ
る
。
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業
を
行
な
っ
て
い
る
。

ク
ル
ム
ス
は
こ
の
内
、
八
・
九
年
生
へ
医
学
（
一
コ
マ
、
た
だ
し
一
コ
マ
は
六
○
分
）
、
自
然
学
（
二
コ
マ
）
、
六
・
七
年
生
へ
自
然
学
（
一

コ
マ
）
の
授
業
を
行
い
、
医
学
の
み
な
ら
ず
自
然
科
学
全
般
を
教
え
て
い
る
。

前
述
し
た
ク
ル
ム
ス
が
指
導
し
、
学
生
が
執
筆
し
た
著
作
の
専
門
分
野
か
ら
も
医
学
を
含
む
自
然
学
全
般
を
、
彼
が
教
育
し
た
こ
と
が
判

る
。
ク
ル
ム
ス
の
教
育
し
た
分
野
は
物
理
学
、
地
学
、
鉱
物
学
、
天
文
学
、
気
象
学
、
植
物
学
、
動
物
学
、
解
剖
学
、
発
生
学
、
生
理
学
、

感
覚
、
内
科
学
、
薬
物
学
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

ク
ル
ム
ス
以
外
の
教
員
の
授
業
科
目
か
ら
、
こ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
高
学
年
で
は
大
学
の
教
養
部
レ
ベ
ル
の
学
問
が
教
え
ら
れ
、
こ
の
ギ

ム
ナ
ジ
ウ
ム
は
そ
の
名
称
に
シ
８
号
目
２
日
、
す
な
わ
ち
「
学
術
的
」
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
普
通
の
ド
イ
ツ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ

ム
よ
り
水
準
が
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
八
世
紀
に
大
学
へ
の
昇
格
も
提
案
さ
れ
た
が
、
宗
教
的
理
由
か
ら
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
ク
ル
ム
ス
は
「
自
然
哲
学
と
将
来
の
自
然
科
学
と
の
結
合
」
に
つ
い
て
の
講
演
を
行
な
い
、
学
長
も
講
演
を
行
な
っ
た
。

こ
の
就
任
式
で
は
楽
団
長
へ
の
謝
礼
の
件
で
金
銭
上
の
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
。

七
月
六
日
に
は
ク
ル
ム
ス
は
教
授
団
に
同
僚
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
教
授
会
の
秘
密
の
維
持
、
異
な
っ
た
意
見
の
承
認
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ

ム
の
発
展
と
教
授
団
メ
ン
バ
ー
の
名
誉
の
堅
持
な
ど
を
誓
っ
た
。

そ
の
後
に
一
七
二
五
年
に
お
け
る
最
上
学
年
、
八
・
九
年
生
と
そ
の
下
の
六
・
七
年
生
の
授
業
時
間
割
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
間
割
よ
り
当
時
の
こ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
教
育
内
容
が
よ
く
判
り
、
重
要
な
記
載
内
容
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六
人
の
教
授
が
八
・
九
年
生
の
ヘ
ブ
ラ
イ
学
、
ギ
リ
シ
ア
学
、
哲
学
、
雄
弁
術
、
歴
史
学
、
法
律
学
、
神
学
、
自
然
学
、
医
学
の
授
業
を

行
な
っ
て
い
る
。
六
・
七
年
生
へ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
学
、
へ
プ
ラ
イ
学
、
ギ
リ
シ
ア
学
、
修
辞
学
、
論
理
学
、
歴
史
学
、
神
学
、
自
然
学
の
授

任
式
が
行
な
わ
れ
た
。



石田純郎：『解体新書」の原著者クルムスについての研究 46

一
七
二
六
年
に
入
り
一
人
の
学
生
が
暴
力
で
友
人
の
眼
に
怪
我
を
さ
せ
た
の
で
、
一
月
二
九
日
に
教
授
団
が
召
集
さ
れ
、
学
生
牢
入
牢
の

処
分
が
決
定
さ
れ
た
。
し
か
し
加
害
者
の
学
生
が
前
例
を
引
き
合
い
に
出
し
、
処
分
過
重
を
主
張
し
、
そ
の
学
生
の
言
い
分
が
通
っ
た
。

二
月
二
八
日
に
は
公
開
討
論
が
開
か
れ
た
。
キ
ー
ヶ
ブ
シ
ュ
は
空
席
の
数
学
の
教
授
職
を
目
指
し
て
そ
れ
に
参
加
し
た
が
、
対
立
者
の
員

外
教
授
ハ
ー
ナ
ウ
が
彼
を
非
常
に
汚
し
た
の
で
、
キ
ー
ケ
ブ
シ
ュ
の
望
み
は
か
な
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

命
さ
れ
た
。

次
い
で
定
期
試
験
の
様
子
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
六
・
七
年
生
へ
の
定
期
試
験
は
八
月
一
二
日
（
他
の
年
の
記
載
か
ら
も
定
期
試
験
は
毎

年
八
月
下
旬
に
実
施
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
）
に
行
な
わ
れ
た
。

立
会
人
と
し
て
近
辺
の
名
士
や
知
識
人
が
招
待
さ
れ
た
。
口
頭
試
問
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
立
会
人
の
招
待
手
続
き
に
関
し
て
小
さ
な

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
。
四
・
五
年
生
、
三
年
生
、
二
年
生
へ
の
試
験
も
同
時
に
行
な
わ
れ
、
試
験
官
名
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
二
年
生
へ
は

計
算
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
試
験
が
行
な
わ
れ
た
。

受
験
者
数
は
四
・
五
年
生
が
六
人
、
三
年
生
が
四
人
、
二
年
生
が
五
人
と
少
数
で
あ
っ
た
。

八
月
二
三
日
に
試
験
結
果
が
発
表
さ
れ
、
七
年
生
は
三
○
人
、
六
年
生
は
一
五
人
が
席
替
え
し
た
。

六
年
生
の
成
續
お
よ
び
素
行
不
良
の
学
生
一
名
が
除
籍
さ
れ
た
。

八
・
九
年
生
に
進
級
出
来
る
条
件
と
し
て
は
①
年
齢
、
②
体
格
、
③
厚
か
ま
し
さ
、
④
怠
惰
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
○
月
一
二
日
か
ら
国
庫
に
関
す
る
会
計
担
当
者
の
改
選
が
あ
っ
た
が
、
前
任
者
が
会
計
記
録
を
つ
け
て
お
ら
ず
、
会
計
処
理
が
ず
さ
ん

の
夜
間
巡
察
が
再
開
さ
れ
た
。

一
○
月
一
二
日
か
ゞ

で
不
審
な
点
が
あ
り
、

学
長
は
意
見
を
書
い
た
紙
を
箱
に
投
票
さ
せ
、
各
教
員
の
意
見
を
集
め
た
後
、
一
○
月
二
九
日
に
ク
ル
ム
ス
が
新
し
い
会
計
担
当
者
に
任

三
一
月
二
日
に
六
・
七
年
生
の
成
績
判
定
が
あ
っ
た
。
こ
の
際
、
校
舎
の
居
住
者
た
ち
は
火
元
に
注
意
す
る
よ
う
訓
戒
さ
れ
、
校
舎
へ

紛
糾
し
た
。
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本
稿
で
は
、
今
回
筆
者
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
グ
ダ
ン
ス
ク
な
ど
で
発
掘
し
た
ク
ル
ム
ス
に
関
す
る
一
次
史
料
を
紹
介
し
た
。
二
章
の
先
行
研

究
の
検
討
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
従
来
、
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
一
次
史
料
で
あ
る
。
ク
ル
ム
ス
は
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
医
学
史
、

解
剖
学
史
に
お
い
て
、
重
要
な
医
学
者
で
な
い
た
め
、
彼
に
関
す
る
史
料
の
発
掘
は
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
の
医
史
学
者
の
研
究
に
依
存
す
る
こ
と
は

要
望
書
を
教
授
た
ち
に
手
渡
し
た
。

こ
れ
に
応
じ
、
教
授
団
は
こ
の
竺

判
一〆､
一〆

、

プ芦ァ
′是

0

ル
ム
ス
は
教
授
団
で
一
度
湖

下
さ
れ
、
落
第
と
な
っ
た
。

三
月
二
八
日
に
最
上
級
生
の
度
重
な
る
盗
み
に
関
し
教
授
団
が
召
集
さ
れ
た
。
す
べ
て
の
同
級
生
た
ち
は
こ
の
学
生
に
対
し
敵
対
的
と
な

り
一
緒
に
通
学
し
た
く
な
い
と
し
て
、
こ
の
学
生
を
講
義
中
に
講
堂
か
ら
放
り
出
し
た
。
ま
た
こ
の
学
生
を
厳
し
く
処
分
す
る
よ
う
に
と
の

こ
の
史
料
に
よ
り
一
七
二
五
年
の
ク
ル
ム
ス
の
教
授
就
任
当
時
の
、
八
・
九
年
生
と
六
・
七
年
生
の
授
業
の
時
間
割
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
は
他
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
よ
り
程
度
が
高
く
、
現
在
の
大
学
の
教
養
部
程
度
の
水
準
の
授
業
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
た
。
ま
た
試
験
の
様
子
も
判
っ
た
。

現
在
の
大
学
運
営
と
も
共
通
点
を
も
つ
、
一
七
二
五
年
と
二
六
年
の
学
生
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
ト
ラ
ブ
ル
の
具
体
的
な
様
子
も
よ
く

こ
れ
に
応
じ
、
教
授
団
は
こ
の
学
生
の
父
親
を
呼
び
出
し
、
転
校
を
勧
め
、
こ
の
学
生
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
移
さ
れ
た
。

八
月
二
二
日
に
試
験
と
成
績
判
定
に
欠
席
し
た
学
生
が
除
籍
に
な
っ
た
。

ま
た
留
年
が
決
定
し
た
学
生
の
一
人
が
八
月
中
旬
に
進
級
し
た
い
と
申
し
出
て
き
て
、
こ
の
件
に
関
し
て
教
授
間
で
討
論
が
あ
っ
た
。
ク

ム
ス
は
教
授
団
で
一
度
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
、
学
生
の
意
向
で
覆
す
こ
と
は
お
か
し
い
と
意
見
害
を
書
き
、
結
局
こ
の
学
生
の
要
望
は
却

九
、
考
察
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こ
こ
に
彼
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
疑
問
が
残
る
。
そ
れ
は
、

一
、
ク
ル
ム
ス
は
な
ぜ
シ
ご
胃
○
目
閂
扁
弓
号
呂
ｇ
を
執
筆
・
刊
行
し
た
の
か
。

二
、
ク
ル
ム
ス
は
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
実
際
に
人
体
解
剖
を
行
な
っ
た
か
。

三
、
ク
ル
ム
ス
は
解
剖
学
の
授
業
を
同
校
で
ど
の
程
度
行
な
っ
て
い
た
の
か
、
シ
自
画
８
目
の
ｇ
①
弓
筈
①
斤
芭
を
ど
の
よ
う
に
教
材
と
し
て
利

用
し
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
は
、
今
回
発
掘
し
た
史
料
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
筆
者
の
見
解
を
述
べ
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

一
の
問
題
で
あ
る
が
、
ク
ル
ム
ス
が
シ
ョ
胃
○
目
門
馬
弓
号
昌
ｇ
の
初
版
を
ド
イ
ツ
語
で
、
刊
行
し
た
の
は
、
一
七
二
二
年
に
ダ
ン
チ
ッ

ヒ
に
お
い
て
で
あ
る
。
彼
が
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
医
学
・
自
然
学
教
授
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
三
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、

当
初
は
こ
の
本
は
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
学
生
の
教
科
書
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
判
る
。
し
か
し
一
八
世
紀
前
半
の
当
時
に
は
、

大
学
の
医
学
生
、
大
学
卒
の
内
科
医
の
公
用
語
は
ラ
テ
ン
語
で
あ
り
、
内
科
医
の
た
め
の
医
学
書
は
す
べ
て
ラ
テ
ン
語
で
執
筆
さ
れ
て
い
た
。

シ
邑
胃
ｇ
昌
胃
扁
弓
号
呂
ｇ
の
初
版
が
ド
イ
ツ
語
で
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
読
者
層
を
ド
イ
ツ
語
し
か
読
め
な
い
人
た
ち
、
例
え
ば
外
科
医
や

ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
学
生
に
限
定
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

三
年
後
の
一
七
二
五
年
に
ク
ル
ム
ス
は
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
教
授
に
就
任
し
、
今
回
発
掘
し
た
史
料
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
高
学
年
の
学
生

に
医
学
と
自
然
学
の
講
義
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
七
二
九
年
に
は
、
ク
ル
ム
ス
の
指
導
の
も
と
、
最
終
学
年
の
各
学
生
に
よ
り
執
筆

さ
れ
た
卒
業
論
文
を
一
項
と
し
て
、
編
集
さ
れ
た
論
文
集
「
自
然
哲
学
各
論
集
成
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
自
然
科
学
全
体

に
わ
た
る
広
汎
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
人
体
、
動
物
、
食
物
の
消
化
、
血
液
循
環
、
視
覚
、
聴
覚
、
味
覚
と
発
声
、
嗅
覚
、
触
角
、

動
物
の
発
声
な
ど
、
解
剖
学
に
か
か
わ
る
内
容
も
含
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
今
回
発
掘
し
た
「
故
冒
．
シ
ロ
ク
ル
ム
ス
博
士
の
手
稿
か
ら
の
抜
粋
」
は
、
彼
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
教
授
就
任
の
一
七
二
五
年
と
そ
の

翌
年
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
生
活
に
関
す
る
雑
記
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
彼
が
人
体
解
剖
を
し
た
と
い
う
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。
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史
料
の
読
解
を
し
て
い
た
だ
い
た
岡
山
大
学
文
学
部
高
橋
輝
和
教
授
に
深
謝
す
る
。
ま
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
文
献
の
読
解
を
し
て
い
た
だ
い
た
岡
山
大

学
経
済
学
部
田
口
雅
弘
助
教
授
に
も
深
謝
す
る
。
こ
の
論
文
の
研
究
費
の
一
部
は
平
成
十
年
～
十
三
年
度
の
文
部
省
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
Ｃ
ｌ
二
’

一
○
六
八
○
○
○
九
）
を
充
て
た
。

次
に
、
一
章
の
⑤
項
で
、
「
解
体
新
書
」
の
原
著
と
な
っ
た
の
が
シ
ご
胃
○
目
の
ｇ
①
弓
号
呂
自
の
ど
の
ド
イ
ツ
語
版
で
あ
っ
た
の
か
、

シ
己
ｇ
ｏ
目
の
ｇ
①
弓
号
昌
目
の
刊
行
版
は
全
部
で
い
く
つ
あ
る
の
か
と
い
っ
た
基
本
的
な
事
実
が
、
今
な
お
解
決
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指

摘
し
た
。
こ
の
点
は
今
後
、
解
決
す
べ
き
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

利
用
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

以
上
、
筆
者
の
見
解
を
述
べ
た
。

ク
ル
ム
ス
は
解
剖
学
の
授
業
を
同
校
で
ど
の
程
度
行
な
っ
て
い
た
の
か
、
シ
ロ
胃
○
目
の
号
①
弓
号
①
扁
邑
を
ど
の
よ
う
に
教
材
と
し
て
利
用

し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
史
料
に
記
載
が
な
い
の
で
、
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
彼
の
医
学
講
義
で
は
利
用
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
Ｐ
目
８
目
の
ｇ
①
目
号
①
扁
昌
の
解
剖
図
は
、
特
徴
を
強
調
し
た
、
初
心
者
へ
の
教
材
と
し
て
は
適
し
て
い
た
図
で
あ
り
、
ギ
ム

ナ
ジ
ウ
ム
学
生
へ
の
医
学
講
義
で
利
用
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
最
終
学
年
学
生
の
卒
業
論
文
の
典
拠
史
料
と
し
て
も
、
当
然
な
が
ら
、

以
上
の
点
か
ら
二
と
三
の
問
題
を
検
討
し
て
み
る
。
ク
ル
ム
ス
は
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
は
人
体
解
剖
を
行
な
わ
な
か
っ
た
可
能
性
が

大
き
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
当
時
人
体
解
剖
が
実
施
さ
れ
て
い
た
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
大
学
の
医
学
部
の
人
体
解
剖
、
ギ
ル
ド
外

科
医
を
対
象
と
し
た
人
体
解
剖
、
市
民
向
け
の
公
開
人
体
解
剖
、
そ
し
て
解
剖
学
者
に
よ
る
自
宅
で
の
人
体
解
剖
の
四
種
だ
け
で
あ
っ
た
と

い
う
筆
者
の
先
行
研
究
（
「
目
で
見
る
オ
ラ
ン
ダ
の
解
剖
学
講
義
ｌ
オ
ラ
ン
ダ
に
現
存
す
る
二
四
枚
の
解
剖
学
講
義
の
画
よ
り
」
『
洋
学
資
料
に
よ
る
日

本
文
化
史
の
研
究
辿
二
三
～
一
八
三
頁
、
一
九
九
五
年
、
吉
備
洋
学
資
料
研
究
会
刊
）
が
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
大
学
の
予
科
的
存
在
で

あ
っ
た
ラ
テ
ン
学
校
や
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
は
人
体
解
剖
は
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
で
も
同
様
で
あ
っ
た
可
能
性

が
強
い
。
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文
献
お
よ
び
註

（
１
）
》
酉
一
ｍ
置
望
ｇ
ご
口
房
四
○
四
§
ご
》
（
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
名
事
典
」
）
弓
○
ョ
×
ぐ
茜
帰
関
旨
＄
》
弓
亘
四
言
昌
ｇ
弓
○
酉
一
⑳
酉
α
シ
冨
号
声
昌
ｚ
四
具
》

ｇ
］
震
山
訊
〕
乏
冑
的
恩
言
四
）
己
己
‐
こ
の
項
は
両
侭
の
昌
匡
の
雨
蝕
①
罠
○
君
の
蚕
の
執
筆
。

（
２
）
同
．
。
閉
冨
穴
輿
巴
．
、
函
尉
ｓ
ご
具
⑦
口
曽
扇
丙
》
の
Ｑ
四
国
め
戸
己
串
．

（
３
）
唇
ｇ
］
四
ゴ
用
・
の
①
の
園
号
尉
ｏ
ｐ
の
己
の
昌
日
口
勉
め
冒
日
口
四
ご
凰
唄
》
ら
認
．

（
４
）
両
Ｑ
ｐ
ｏ
胃
］
○
口
胃
の
Ｑ
四
コ
ｍ
穴
。
匡
【
旨
い
詳
面
①
閃
己
億
ケ
庁
日
の
ヨ
ロ
①
【
ご
・
（
四
コ
①
宮
の
（
こ
の
可
○
日
吾
の
富
め
８
吋
胃
且
扇
四
○
三
『
祠
自
画
目
円
竺
め
Ｑ
①
。
の
①
）
》

函
①
闇
胃
ご
ｚ
ｍ
巨
天
○
弓
①
弓
ご
閏
Ｑ
Ｎ
弓
四
盲
国
ロ
ョ
四
目
の
ご
Ｏ
Ｎ
ロ
①
ｍ
○
ご
己
君
の
勗
冨
①
目
⑦
ロ
四
国
ｍ
穴
⑦
唄
帛
邑
暗
ｌ
宙
）
弓
閉
．

（
５
）
シ
コ
コ
巴
①
。
Ｑ
の
の
ロ
四
コ
園
侭
閏
⑦
旨
ご
ｐ
ｍ
ｍ
Ｅ
目
の
口
匡
⑳
、
旨
ゴ
①
ｑ
）
己
氏
云
匡
コ
ユ
の
。
、
①
Ｎ
Ｃ
頤
①
口
昌
己
さ
吋
侭
の
め
里
呉
ぐ
○
口
○
四
局
一
国
①
。
の
ｇ
胃
○
○
『
｝
の
四
ｇ
》
祠
『
９
．

号
門
馬
同
の
房
．
亘
．
己
言
罠
・
》
（
分
類
番
号
藍
貢
お
両
国
）
一
八
世
紀
後
半
に
製
本
と
推
定
。

（
新
見
公
立
短
期
大
学
）



AStudyofJ.A.Kulmus(1689-1745),theAuthorof"AnatomischeTabellen,"

TranslatedintoJapaneseaS66Kaitai-shinSho''

SumiolSHIDA

GenpakuSugitaandRyotakuMaenopublished"Kaita-shinsho(NewbookofAnatomy)''inl774

inEdo(Tokyo).TheoriginalofthisanatomybookwasfirstpublishedbyJohannAdamKulmus

(1689-1745)inGermaninl722inDanzig.Thethirdeditionofthisbook(1732)wastranslatedinto

Dutchandpublishedinl734byDutchsurgeonG.DicteninLeiden."Kaitai-shinsho''wastranslated

fromthisDutchedition.TheauthorvisitedGdansk(Danzig)inPolandinl996,andsearchedfor

documentsofJ.A.Kulmusatarchives(ArchiwumPanstowowe)andalibrary(BibliotekaGdanska

PAN).J.A.KulmuswasaprofessorattheAcademyGymnasiuminDanzigwhichwasestablishedin

l558・Hewasappointedprofessoron27thMayl725andworkeduntilhisdeath.Theauthorobtained

"AnextractofmanusciptsofthelateDrJ.A.Kulmus"atArchiwumPanstowowe.Itconsistsof

6pagesmanuscriptskeptin:@AnnalendesDanzigerGymnasiums''.AtfirstJ.A.Kulmushimselfwrote

thisdocumentandthentheofYIcerofthegymnasiumtranscribeditafterhisdeath.Thisdocument

showedthestateofthegymnasiumduringtheKulmusdays.Kulmustaughtmedicinefor8thand9th

yearstudentsandnaturalsciencefor6thand7thyearstudents・AIsothisdocumentshowedusthe

timetableofthisgymnasium.Theauthoralsofoundthebooktitled"FasciculusExercitationum

Physicarumdevariisacpraecipuisrebusadphilosophiamnaturaleum,"editedbyKulmusinl729.

Thisbookcontains39articleswrittenbyhisstudents.
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）
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